
 

 

 

 

 

 

 

■開催日時 令和 5 年 3 月 24 日（金） 

      午後２時００分～午後３時３０分 

 

■開催場所 奈良市役所 中央棟 B1 会議室 

 

■案件 

（１）令和４年度 大会等参加報告 

（２）奈良市社会教育推進計画に基づく事業の評価・点検に関する活動報告 

 （３）今後の公民館運営について 

    （４）今後の黒髪山キャンプフィールドの運営について 

    （５）その他 

 

■配布資料 

・令和４年度 第２回奈良市社会教育委員会議レジメ 

・令和４年度 奈良市社会教育委員名簿 

・（資料１） 令和４年度 近畿地区社会教育研究大会（奈良大会）参加報告書 

      令和 4 年度 第 54 回奈良県社会教育学校参加報告書 

・（資料２） 令和４年度 全国社会教育全国大会（広島大会）参加報告書 

・（資料３）奈良市社会教育推進計画に基づく事業の評価・点検に関する活動報告  

・（資料４）奈良市男女共同参画センターの奈良市生涯学習センターへの移転について 

・（資料５）公民館をとりまく諸課題と今後の方向性について 

・（資料６）黒髪山キャンプフィールドについて 

 

令和４年度 

第２回奈良市社会教育委員会議 



令和４年２月１９日現在

氏　　名 所　　　属

岡 田 和 大 奈良市ＰＴＡ連合会　

岡 田 龍 樹 天理大学

奥 田 益 三 奈良市青少年ボランティア育成協会

奥 村 文 浩 奈良市学校長会（鼓阪北小学校）

加 藤 国 子
富雄中学校区地域教育協議会
富雄中学校運営協議会

川 野 麻 衣 子 ＮＰＯ法人北摂こども文化協会

北 出 英 数
都祁中学校PTA会長
奈良市スポーツ推進委員

艸 香 和 子 奈良市民生児童委員協議会連合会

小 北 道 大 奈良県青少年指導員

中 村 博 子
ガールスカウト奈良県連盟奈良市協議会
奈良県青少年指導員

(五十音順)

※任期　：　令和４年２月１９日から令和６年２月１８日まで

第３７期　奈 良 市 社 会 教 育 委 員



参  加  報  告  書 
  委員名 加藤 国子 

     

 研 修 名  
令和 4年度近畿地区社会教育研究大会［奈良大会］ 

第３３回奈良県社会教育研究大会及び第６９回奈良県公民館大会合同大会 

参加日時 
 令和 ４ 年 ９ 月 ２ 日 （ 金 ）    

         10時 20分から１5時 50分まで 

場  所 なら１００年会館・ホテル日航奈良 

 [内容]     

・開会行事 

  開会のことば 

  主催者あいさつ 

  祝辞 

  来賓紹介 

 

・記念講演 

  演題『社会教育には今、何が期待されているのか』 

  講師 金藤 ふゆ子氏 

    社会教育法による社会教育委員の役割や、なぜ社会教育委員が必要とされるのかを PP参考

資料を活用しながらお話いただいた。 

   中央教育審議会答申、人口減少時代の新しい地域・コミュニティづくりに向けた社会教育の振興

方策について→社会教育が基盤となり地域の人づくり・つながりづくり・地域づくりに取り組むこ

とを目指している。 

   教育基本法の改正（学校・家庭及び地域住民などの相互連携教育が重要） 

   地域学校協働活動の法的根拠 

   青少年の体験活動に関する意識調査の結果、子どものさまざまな体験が減少している。 

   子どもたちにとって体験を通じた遊びや学びは有効であり、様々な体験の経験により自立性、

積極性、自己肯定感、協調性が高く探求力も高い。 

   地域学校協働活動が子どもにとっても教職員にとっても有意義なものである。 

   社会教育関係者はネットワーク作りのキーパーソンである。地域の多様な主体をつなぐ架け橋

となってほしい。 

 

・閉会行事 

  次期開催府県のあいさつ 

  閉会のことば 

 

分科会 

 第１分科会 青少年教育（滋賀県）  

地域の子は地域で守り育てよう ～こうらスマイルネットの取り組み～ 

 

 第２分科会 地域づくり（京都府） 

         前例・手本・答えのない時代の地域運営 ～経営的視点をもって～ 



 第３分科会 ボランティア（和歌山） 

         【岩出市の地域学校協働におけるボランティア活動の状況について 

          ～地域住民の学校に対する多様な協力活動～】 

         令和元年度より岩出市の全小中学校にコミュニティスクールが設置され、学校への支

援体制を整えていったとの事。 

         令和 3年度からの岩出中学校での活動事例の紹介。 

         ボランティアの活用をどのようにしたらよいか、またコロナ禍の中活動に参加してもら

うのは気が引けるなどの問題解決のため、教育委員会・学校管理職・コーディネータ

ーで熟議を行い、活動を開始した。 

         ボランティアも集まり清掃活動が発展し、生徒会を中心に生徒も積極的に活動に参加

している。 

         【討議のポイント】 

          ・各府県における地域学校協働活動の状況について 

          ・「地域とともにある学校づくり」が目指すものとは 

          ・地域住民等と学校の連携調整を行う地域学校推進員（コーディネーター）の人材確

保の課題について 

 

 第４分科会 学校・家庭・地域の協働（兵庫県） 

          これからの地域と学校の連携・協働について 

 

 第５分科会 人権教育（大阪府） 

          すべての人にとって生きやすい社会をめざして  

～子育て中の外国人ママの居場所つくり事業から～ 

 

［感想］ 

記念講演 『地域学校協働活動』においてコーディネーターの役割が不可欠であるとのことでした。 

奈良市では多数のコーディネーターがこども園幼稚園、小中学校で地域との連携を推進

する役割を担っていますが法的根拠や活動概念についてしっかり理解して活動しないとい

けないなと実感しました。日本の若者は自己肯定感が低いとのお話もありましたが同じよ

うに感じることもあります。家族でもない先生でもない地域の方に褒められた時の子どもた

ちの笑顔、自分は必要とされているという思いがもっと子どもたちに芽生えるように今後も

活動したいと思います。 

講演の中で『地域』とは住んでいるところや番地で区切るのではなく『志を持った人が集ま

る場所』であると言われていました。同じ志を持つ方々と子どもたちを支え地域づくりを進

めていけたらと思います。 

 

分科会  事例発表の後、学校から地域への一方的なお願いになっていないか？とのご質問があり

ました。学校より今後はもっと地域の方の声を聞きながら活動を推進していくとの事でし

た。コミュニティスクールは学校と地域で協議する場であり大切だと思いました。 

      学校と地域の連携において、子供を中心に活動することは地域の方々の喜びにもつなが    

り、子どもの成長に大きなプラスになることがよくわかりました。 

      コーディネーターの人材確保については他府県の方々からの意見もありましたが、PTA や

ボランティアとして登録されている方に声をかけてみるなどこちらの状況と近いものでし

た。活動に参加してもらい共感を持っていただけるよう今後も活動したいと思います 

 



参  加  報  告  書 
     

  委員名 加藤 国子 
     

    NO.1 

 研 修 名  第 54回奈良県社会教育学校 

参加日時 
 令和  5 年  2 月 24日 （ 水  ）   13時 00分から 

                              １6 時 00分まで 

場  所 県立教育研究所 中講座 

 [内容]     

・開会行事 

  会長あいさつ 

 

・講演・質疑応答 

「デジタル化時代に対応するために」 ～社会教育へのヒント～ 

 講師  奈良教育大学教職大学院 

          準教授 小﨑 誠二 先生 

１ 社会のデジタル化について 

２ 教育分野のデジタル化について 

３ デジタル化の功罪 

４ 世代によるデジタルギャップと課題 

５ 今、何をすべきか 

https://express.adobe.com/page/3kqX3b4tKNZ4o/ 

Web デジタル資料を活用して、「企画担当者の事務負担の軽減」「ペーパーレス」「最新情報の提供」を推進し

ています。私は、この資料を表示しながら話を進めます。もし可能であれば、お手元にスマートフォンなどの別の端

末をご用意いただけるとスムーズです。 

 

GIGAスクール構想 小学生・中学生に一人一台の端末が与えられた 

現在の学校の様子（図書室で自分で本の貸し出し返却可能） 

端末を学校外でも使用している実例   

子どもたちは自由にいろいろなことを検索している  ICTの活用をとめることはできない 

    デジタルリテラシーの向上 

    モラルについては懸念している  大人が見本を見せていく  （きちんとした使い方を知る） 

    子どもたちに大人の楽しんでいる姿をみせる 

 

・参加者グループ討議 

 

・閉会 

https://express.adobe.com/page/3kqX3b4tKNZ4o/


 

参  加  報  告  書 
     

 委員名    加藤 国子 
     

    
NO.２ 

 [参加された感想・意見] 

子どもたちは学校外でも、教育現場でも ICTを活用し、ものすごいスピードでさまざまな情報を取得

していることを改めて実感しました。社会教育施設での学びもタブレットに記録されその情報をいつ

でも取り出すことができるとの事でした。 

たくさんの情報の中でどれが正しいものなのか判断する力や、個々の価値観には違いがあることを

学んでいってほしいと思いました。 

 

デジタル資料の中で 「いい授業とは」という項目がありました。 

A チャレンジさせて失敗させる  B困らせて支援する  C迷わせて甘えさせる  

D 選ばせて決めさせる  E今はできないことをさせてみて努力させる  F 見守って待つ 

G 表現させてなれさせる H びっくりさせて笑わせる  I 考えさせて愉しませる 

J 夢を与えてワクワクさせる  K 身につけたことで助けさせる  

L 学んだことを知らない人に伝えさせる 

社会教育活動においても ICTを上手に活用しながら子どもたちと共に勉強していきたいと思いまし

た。 

 

参加者グループ討議では他市の社会教育委員さんと自分たちの活動について意見交換しました。 

地域での活動を行政も巻き込んで行いたい、何か計画しても高齢化でボランティアをする人がいな

いし活動にも参加しない、まだ地域にどのような方がいるかわからないなどのお話がありました。 

でも地域の中で心をつなぐ場所、コミュニケーションの場所は必要であり、今後もそのような場所や

取り組みを増やしていければと話し合いました。 

少ない意見交換の時間ではありましたが、自分たちの活動を振り返る良い機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
















































































